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第 1章緒 言
小脳皮質微細構造に関しては古来より Golgi，Cajal，Bielschowsky，Hortega等の学者
により幾多の研究があるO 然しながら夫れによりて総てが充分に解明されているとは云えない
のであって，今尚幾多の疑問の点，或は記載洩れと思わる L点も少くないのであるO
余は夫等の諸点に基き自己研究を行い之を解明せんと試みたのであるO 
Ramon y Cajal (1911)は夙に Golgi法を用いて小脳皮質構造を研究したが 1913年には
彼の所謂金昇家法を用いている。
彼によると中枢神経系統の細胞を次の 3種に分類したo (1)神経細胞， (2)神経謬細胞(線
維性神経謬細胞と原形質性神経謬細胞の 2種を区別)， (3)無突起性細胞がこれである。而して
同氏は第 2の神経謬細胞(蚊蜘細胞)は外腔葉性起原であると倣したが第3の無突起性細胞は
中区葉性起原であるとして特に所謂第 3要素と名付けたのであるO
其の後 RioHortega (1921)は彼の炭酸銀染色法により第 3要素の突起染色に成功し，こ
の細胞を更に Oligodendrogliaと Mikrogliaの2種に分類した。 而してこの両者は生成起
原を異にし Oligodendroglinは蜘妹細胞と同様外匪葉性起原なるも Mikrogliaは中区葉性
起原なりと主張するに到った，且つ Mikrogliaを叉 Mesogliaと命名したO 今日 ζの3種の
神経謬細胞即ち Makroglia(蜘妹細胞)， Oligodendroglia，Mikroglia (Hortegaglia)は
一般にその存在を認められているが，但し Mikrogliaの中区葉性起原に就いての点では種々
の臆説ありて尚一致せる学者の見解に達しているとは考えられない，故に Mikrogliaは今日 
Hortegagliaと呼ばれて区別されているのである。
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Cajalの助手であった Fananas(1916)は金昇宋法を用いて小脳分子層に新しい型の神経謬
細胞，即ち Fananas細胞と名付けられる細胞を見出し之に就いて詳細な発表をなしている。
次に Stohrは 1923年に至り苛性ヅ戸ダ鍍銀法を使用し，小脳皮質微細構造に就いて極めて
精細なる観察報告をしている。
其の他 Landau (1926)は穎粒層に於ける神経要素の種々の型に就いて報告しているし，叉 
Jakob (1928)も M凸llelldorffの Handbuchに於て小脳皮質微細構造のすべてに就いて多
くの学者の研究を総合し極めて詳細なる記載を試みている。
如上は微細構造の歴史的解明であるが余は白鼠の小脳を材料として実験を行い，尚種々の疑
義ある諸点に遭遇し，叉文献に記載せられたる事無きかと思はる L点をも観察したので逐次夫
等に就いて一記載解明を試みんとする次第であるO
第 2章材料及び研究方法マ
実験材料としては成熟せる白鼠の小脳を使用し，
更に又種々異なる時期に於ける胎生期，幼若期の白
鼠小脳も使用し比較，参考としたので、あるが小脳の
真に著しき構造発生は生後に於て著明に発現するも
のである。
染色には主に鍍銀法を使用したがこの場合に固定
液を吟味する事が大切である。 10%中性フオルモ-
ル液， Cajalプロ{ムアンモニウム液を使用した
が，該液のプロームアニモニウムの量を更に増加し
全量に対し 3~5% より更に 10% の濃度を示す固定
液を使用し試みた。最も好結果を得たのは気張
Cajal原液であり，プロ{ムア yぞニウムの濃度が
3~5% のものにても，尚良好なる結果を得る事が出
来るが 10%プロ{ムアジモニウムフオノレモール液
では成休に於ては成績不結果に終りたるも唯胎生期 
の材料にては一倍巨良好なる結果を獲得した。ブ守ロー
ムアシモニウムの濃度の高い場合程概して神経臨性
要素の顕出は容易なるも Purkinje細胞の顕出には
不良である。
中性フオルモ{ノL液固定をなせる材料にては
Cajal液に於ける程神経謬性要素が良好に顕出しな
、いが，叉 Cajal液にては窺知せしめ得ざる状態を
も出現せしめ得た。
固定期間は 10%フオルモール液固定の場合に於
ては約 3週間乃至それ以上の時間を必要とした。長
期固定に於ては 6カ月乃至 1年{立のものを使用し
た。尚中性フオノレモール液固定の材料にても 3%プ
ロームアンモニウム水溶液に 370C瞬卵器内で 2~4
時間浸漬せる材料は Cajal液固定のものと殆んど
同結果を得た。 
Cajal 液固定は固定時間 4~8 日噴のものを最も
良好とするも 20目問位迄は染色反応を膏らし得た。
然しながら 1カ月以上の固定期間を過ぎたる材料で
は組織の破壊を招き，叉沈i庶物を生じ不良なる結果
となった。余の経験によれば Purkinje細胞の同時
顕出の為には Cajal液固定時間を短かくし，神経臨
性要素のみの顕出には固定時聞を長くする事が結果
良好である。
Cajal液より更に濃厚なるプロームアジモニウム
フオルモール液を使用せる場合にありては固定時聞
は短かくなり 2~4 日が最適なるは勿論である。
染色は吾教室の Bielschowsky 鍍銀~法を主と
して用いた。即ち固定→水洗→氷結切片叉はカーボ 
ワッグス埋没塊片を約 20~25μ 位の厚さの切片と 
なす→水洗→稀薄ピリヂン液中温めて 1~2 日→水
洗→ 2~合硝酸銀水溶液(暗所にて 1 日〉→充分水洗
→ 25~30% 酒石酸カリソー〆水溶液 10 分→水洗→
稀薄アシモニア銀液数分 (20%酷酸ソーダ+20% 
硝酸銀液，此発生せる沈搬を;水洗，後 33%アシモ
ニウムを滴下し、溶かす。此アン号ニア銀原液を使用
に際し 3~5 倍に稀薄する〉→ 1% フオルモール液還
元 10分→水洗→ 0.1%塩化金 2-，4時間→水洗 10% 
ハイポ水 10分→充分水洗後アルコホノレ，、カノレボ{
ル，キシロールを通しノヤレサム封。
この染色法に於てアシモニア銀は常温kこでも染色
され得るも，余は時計皿を用い切片 10個以内をア
シモニア銀中に浮遊せしめ 37~ 400Cに温むる事に
依りて更に良好なる結果を得た。
尚この染色法に於て稀薄ピリヂン液に代えて更に
濃厚なる例， 3 ~合ピリヂン液，叉次に列挙する諸液
を用いる事により夫々、特色ある良好所見を得た。即
ち 0.25%Triethanol amine液， 0.03%. Hydrazin 
hydrate液， 0.5% Hydrazin sulfat液， 0.5% 
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Hydrazin hydrochloride液， 1%尿素液等が是で 例を観察する事がなし、と云ってし、る。
ある。是等各液中に材料を浸潰する時間はピリヂン Stohr: Zunachst lasst sich ohne weiteres 
同様 1--2日を以て最適とする。叉その次の染色後 ersehen，dass der feine，dor・nartigeKnδtchen・
処置は前述せる染色法と全く同様に行った。 besatz der Dendriten，welchen die Golgi-
其の他対照標本用染色法としては Hansenのへ methode hervorzaubert， ein Kunstprodukt 
マトキシリシエオジン重染色叉 Ramony Cajalの ist. Der Ansicht Helds，dass es・sichhierbei 
金昇末法， Bodian氏染色法をも使用した。 uminkrustierte Endfusschen handelt，kann. 
Bodian氏染色法とは周知の如く DavidBodian ich mich nicht anschliessen，da diese Gebilde 
が 1937年発表せる染色方法にして，バラフイン切 auch am Zellkorper auftreten mussten，was 
片を 19るプロタルゴール液中に金属銅片を 4--6% aber nicht der FaU ist. 
の割に加えた液で 370C，12--48時間浸漬次いでハ 余は既に述べた如く樹枝状突起に附着する徴細穎
イドロキノ:/，亜硫酸ソーダ液にて還元→ 3回水洗 粒を認め， 5tδhrの云う束lj赫状小結節が人工産物で 
→ 1%塩化金(100ccに対し氷酷酸3滴，滴下) 2 あると云う意見には同意し得、ないのである。然しな 
---5分浸す→水洗→型の如くノミルサム封。 がらこの頼粒と樹校状突起との聞に Jakobの云う 
Bodian氏染色法の場合の固定は次の 2液を使用 如き茎は認め得なかったのである。
した，即ち中性フオルモーノレ 5cc，氷酷酸 5cc，80 余は更に樹校状突起の微細線維を観察するに該線
%エチルアルコホル 90cc，叉は無水アルコホ71/95 維に附着する極徴結願粒は互に樹枝状突起の線維と
cc，氷酷酸 5ccの2液である。 略々平行する徴主mな糸で連ねられてー列を作ってい
固定時間は何れも 2--4目浸漬後使用するのであ る事がある。か Lる糸状物に就いては未だ文献に記
る。 載がなく余にはこの糸状物が神経線維とは思はれな
第 3章 自家所見及*(1批判 い，このものははるかに細き線維であり余は之を細
1) 小脳分子層に於ける形態 胞質内の Mikrosomen穎粒及びその連絡糸に比す
第 1項 Purkinje細胞の樹枝状突起 べきものかと考えるものである。
(Dendriten) 樹枝状突起の経過及びその終末部に就いて余の所
Purkinje細胞の樹枝状突起の構造及びその走向 見を述べるに分子層を挙上する樹i支状突起の最終分
に就いては現在迄多くの研究者により研究せられ 校は小脳皮質表面に達する。此箇所を細見するに小
た。然しながら尚その終末端部構造に就いては種々 脳皮質表面は相当厚し、軟膜で包まれている。但しこ
の意見がある。 の軟膜は 3枚に分れている様である。中央に位する
余の所見によると樹枝状突起は徴細に分岐するが もの最も厚く膜と膜の聞には間隙即ち淋巴腔と思は
その徴納分枝の周辺に極微細頼粒が無数に附着す れる股がある。皮質表面に達せる上言己最柊末分校は
る。この微細頼粒と分校との間に茎の如きものは認 との表面を包む膜の最も内側に位する第1の膜に達
められない。因みにこの樹枝状突起に附着する徴細 して終る。而して表層近くに於て必ず拡張して傘状
頼粒に就いて Jakob (1928)は樹枝状突起の第2次 に拡がりて膜に附着する。之は特色ある所見にして
分枝以後の繊細な分枝の表面にこの刺糠を数多く認、 この傘状に拡がった夫々の終末枝は互に隣接する同
め，而もそれは短い茎によって樹校状突起と連絡し 種の終末枝と連絡して一連の膜を作っておる像も認、
小結節状の終末部を有していると述べている。 められる。この終末枝に就いて堀部(1939)は表層
之に対して Stohr (1923)は樹枝状突起を最も良 に開放終止せる終末枝は相互には接触せずして個々 1
好に指示するは O.Schultzeの苛性ソー〆鍍銀法 の分枝問には一定の平均3.5μ の間隔ありと述べて
であるとし次の如く述べている。即ち Golgi法に いるが，余の所見にては樹枝状突起分枝は表層近く
より細胞体を出ると直ぐに繊細な刺赫状ノト結節が樹 迄は互に平行して一定の間隔あるも表層近くに於て
枝状突起に附着しているのを認めるが，之は Golgi 拡張した傘状となりたる終末;伎は互に同一細胞から
法により不思議にも生ずる人工産物である。而して の終末枝と連絡するものであると考えられる(第 
Heldの観察によればこの小結節は更に結節を持つ 10，14図参照〕。
た終末足によって支持されてし、る.としているが著者 之等終末部に就いて Golgi，Kolliker，Retzius， 
はこの事を否定するものであり，か Lる上記の様な De~erive ， Mauret，Van Gehuchten，Prenant， 
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Cajal等は樹枝状突起は遊離した終末端を有してい
るのを認め，唯 BieIschowskyは樹枝状突起は互
に入り交じって吻合をなすと述べてし、る。而して吻
合説をなす其の他の学者には O.Schultze，Stohr 
等がある。 O.Schultzeは彼の方法により樹枝状突
起は遊離した終末端を有して終る事なく互に入り交
じって結合していると孟張し， Stohr (1923)は O.
Schultzeの説を肯定し樹枝状突起は遊離した終末
端を見出す事な〈互に入り交じり，すべての方向に
閉鎖性の網状形成 (g・eschlossenes Netzwe~k) を
なしているのが認められ旦っこの網状形成はその排
列が規則正しく分子層に於て全く一様に等しく分散
して網状を形成しているのである。と述べている。
以上諸家の説を述べてきたが余の所見に於ては既
に述べた如く樹枝状突起の分校の一部叉は大部分が
分子層を挙上して皮質表面に達して終末部を形成し 
ているがその分校の一部は横走する徴細線維となっ
で現れる。
之等横走する分校は隣接する同種細胞の樹枝状突
起分枝と交叉する事あるも余はそこに閉鎖性の網状
形成は認め得な!かった。
即ち之等分枝はすベて遊離した終末端を以て分子
層内に終り隣隣司接する同種純胞樹校状突起分枝との間
に吻合は認認、められないのである。カ
は B町均凶i 比王 O. Schu1tze，Stδhr 等カが~云うel舵 howsky， 叫位 凶 
樹枝状突起分枝が遊離した終末端を有せず互に吻合
するとの説に反対するもので、ある。 
更に余は分子層内に斑点状の神経終末体と覚しき
ものを認め，細見すると之は微細神経線維の末端，
即ち針目状神経終末体 (Ose)の集合せるものなる
事を発見した(第 15図参照〉。
微細神経線維は 2，3本分岐しつふこの神経終末
体に進入して終っている。而して針目状神経終末 
体，神経線維の周囲には徴細頼粒の沈着するを見
る。この神経終末体を構成する微細神経線維は一部
は前記 Purkinje細胞樹枝状突起の微細分枝であ
り，其の他龍細胞神経突起の微細線維であり，更に
一部は分子層を走る神経線維である登琴線維，水平
線維等の終末端である事が認められる。余はこの神
経終末休の集合体を盲眼神経終末集合体 (Osen-
korperchen)と命名せんとするものである(第 15
図参照)0
即ち樹枝状突起の横走せる分校の遊離終末端は針
目状神経終末体を形成して盲眼神経終末集合体に終
るものである。こ与に於て余は既述せる Cajal等
の主張する樹枝状突起は遊離終末端を有するの説に
同意せんとするものである。
尚本邦に於て平光(1935)が家難及び難胎に就て
この樹枝状突起細小枝が一部は分子層表層に遊離し
て終り，一部は横走或は逆行して分子層深層に終る
事を証明し，次いで堀部(1939)は樹校状突起分校
の横に或は逆に深層に走る細ノト分校は隣接するプ氏 
細胞と複雑密接なる関係にあり，しかのみならずこ
の細胞と接触移行す。主発表している。以上の如く
平光，堀部も樹枝状突起分枝の遊離終末端を認めて
いるも，余の発見せる盲眼神経終末集合体に就いて
は何人も言及してし、ないと思う毛のである。
即ちこの盲眼神経終末集合体は小脳皮質内の刺激
伝導に於て重要なる役割をなすものならんと余は信
ずるものである。
Stδhr，Jakob，平光，堀部等多〈の人が認めてい
る樹枝状突起分枝の逆行性分校を余も亦認め得た。
即ち表層に近接して再び逆行する線維及び表層に
向わず逆に深層に向って走る線維等を認め得たので
ある。然しながら一旦表層に達して終末部を形成せ
る分校が再び逆行する如き事はないのである。
表層直下部迄伸びび、てきて逆行する分分-校の他に樹枝
状突起の第一次分枝叉は第二次分枝から直接下降す
は堀部の述べた如く隣接 Purkinje細胞との接触を
余も亦認めた。而も余はこの分校の終末端が Pur-
kinje細胞体上に針白状神経終末体を以て接触し終
っているのを認め得たのである(第2図参照〉。然
しながら上記の隣接 Purkinje細胞体上に針目状神
経終末体を形成する逆行性分枝は樹枝状突起の第一
次分校，第二次分枝から直接下降する分校のみにし
て表層直下部から再び逆行する微細線維は隣接
Purkinje細胞迄伸びる事なく分子層内の盲眼神経
終末集合体に遊離性に終るのが認められる。
既に述べた皮質表面を包む 3枚の軟膜の最も外側
の第3の膜は結合組織線維に相当するものと忠われ
るがこのものは血管を伴い，その血管と共に所々に
て直角に分子層内に進入し頼粒層に迄も達する。叉
その間分校するのが認められる。
W. C. Gibson及び].R.Smythies (1955)は 
人間の大脳及び小脳の軸索終末に就いて研究し，現
在迄は伝統的に軸索終末は神経細胞の樹枝状突起の
上よりも寧ろ細胞膜周囲に求められてきたJ然 1科
がら著者の研究によりこの樹枝状突起
終末結節の割合が極めて大なる事に気
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る。例えば帯廻転に於て皮質の第3層にある大なる
細胞の頂上に位置する樹枝状突起の如きはこの終末
結節を多く見出し得るのである。小脳の Purkinje
細胞に於ける場合は樹枝状突起に広範囲に接して多
数の軸索終末が見出されるのである。と述べてい 
る。
W. C. Gibson and J. R.Smythies: Tradi-
tionallyaxonal endings have been sought on 
the perikaryon rather than on the dendrites 
of nerve cells. In this investigation we have 
been impressed with the large proportion of 
boutons terminaux which appear on the den-
drites，especially upon the apical dendrites 
of large cel1s in the third large of the cortex， 
as in the cingulate gyrus. In the case of the 
purkinje cells of the cerebellum，axo企 ter-
minals in great numbers make contact with 
the widespread system of dendrites. 
実際余の所見に於ても Purkinje品目胞の樹枝状突
起に接して針目状又は盲眼状の軸索終末結節を認め
る事がある。然しながらその数は多くは認められ 
ず，樹枝状突起の主幹部及び第一次分校の太き分校
に認められるのみで、徴細分枝には認め得なかった。
徴細分枝周辺に附着する極微細頼粒よりは軸索終末
が遥かに大なる故明らかに判別し得るのである(第
3，8図参照〉。
Gibsonは軸索終末結節は樹投状突起に接して
(contact)いると述べているが，余の所見にては接
するのみならず全く樹枝状突起上に位置して之に移
行する軸索終末結節をも認め得るのであるJ
以上 Purkinje細胞の樹枝状突起に就いて余の所
見を述べてきたが小脳皮質から他部への刺激伝導は
分子層内の盲眼神経終末集合体，樹枝状突起上の軸
索終末結節等が重要な役割をなし Purkinje細胞を
介して刺激伝導が行われるものであろうと考えられ
るのである。
第 2項欝細胞(内側星状細胞〉 
余の白鼠小脳に於てはこの寵細胞と認められる細
胞は分子層の下方き位に現われ，稀に Purkinje細
胞層，叉分子層の中央粒迄にも現われる事がある。
形は楕円形，三角形叉は多角形の形をなし大さには
かなりの~動あるも犬率 Purkinje 帝国胞に比して小
型なる細胞である(第 8，12図参照〉。
細胞体の主に下極から分子層を水平位に走る比較
的太く旦つ長い突起を発するを認め，之に対する他
方の細胞極から矢張水平位に走る短い突起あり。時
には上極から分子層を貫き挙上する 2~3本の突起
を認める事がある。
簡細胞に就いて始めて記載したのは Golgi(l886)
Cajal (1888)であるが， Cajalを始め多くの学者
は水平{立に長く走る軸索突起と分子層を挙上する微 
細な多くの分枝を有する樹枝状突起と?と区別し，こ
の樹枝状突起は表面迄追究し得られると記載してい
る。然しながら余の標本にてはこの軸索突起，樹校
状突起の区別が容易でなく唯突起が太ぐ而も長く水
平位に走るを以て僅に軸索突起を判明し得るのみで
ある。
軸索突起は水平付.に長〈経過し，その走向中に多
くの盲限状神経終末形成を認め旦つ経過中に上行性
及び下行性の副側枝を認める。然しながらこの副側
校の数は左程多くはなく夫令 2----3本に過ぎなし、。
上行性高IJ側枝は更に分校して徴純線維となり既述せ
る分子層内の盲眼神経終末集合体に極微細なる針目
状神経終末を送って終ってし、るのを観察する(第 15
図参照〉。
Cajal (1888)，Kolliker (1890)等はこの軸索突
起の多数の下行性副側枝が Purkinje細胞体周囲に
集り，之を線維性に取巻いて線維龍形成をなすと述
ベ爾来多〈の学者により同意され来たのである。之
に対して山本(1948)は人間小脳皮質に於て所謂寵 
細胞は多極性で其の突起は何れも線維突起の一部は 
線維寵に向う事もあるが，突起のすべてが分子層に 
進んで遊離牲に終り何等線維寵形成に関与しない場
合も極めて多い，又一般成書に記載する如く龍細胞
三亡に由来する線維龍の如きは何処にも見られない，
叉 Purkinje細胞の長突起の副側枝に由来するが如
きも決して認められないとし線維寵形成に与る線
維は専ら髄質からの外来線維により表わされ寵細胞
に由来するものは極少いと述べている。
余の所見にては軸索突起からの下行枝が明らかに
Purkinje細胞周囲に走り線維靭減に参加してし、
るのが認められる。然しながらこの下行枝は一分枝
にして主幹は長〈水平{立に仲び 2~3本の副側枝は
更に微細分枝を出して分子層の所謂水平線維に移行
する事がある(第 8，15図参照〉。
軸索突起主幹の終末端は太し、線維がそのま L可成
大なる針目状神経終末を以て終る事もあれば叉数本
の微細分校に分裂して夫々分子層内に自由遊離牲に
終る事もある(第 12，13図参照〉。
稀に軸索突起主幹が隣接する同種細胞突起に連絡
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移行している所見も認められた。K.Schaffer (1914)，Estable (1924)等は例外
線維寵形成は極めて複雑にしてその線維の由来を
明らかにするのはー可成困難なるも細見するに線維寵
は上方からは寵細胞よりの下行枝により，下方から 
は髄質より由来する線維によって形成されている場
合が多いのである。即ち寵細胞は山本の所見と異り
線維寵形成の重要因子である事には相違ないのであ
る。
又一般成書には 1本の軸索突起から多くの Pur-
kinje細胞に分枝を送る如く述べられているが，余
の所見にては唯1個の Purkinje細胞に分校を送る 
のみにして他の下行校は既に述べた如く，更に微細
分校を出し水平線維に移行するか又は分子層内の盲
眼神経終末集合体に終る。而して Purkinje細胞層
を越える如き事はないと思われるのである。
線維龍形成に参与せる軸索突起下行枝の終末部に
就いては Cajal，Bielschowsky，Wink1er (1927) 
等が寵細胞から線維寵形成に参与せる神経線維は
Purkinje細胞体に密着して結節状又は輪状の終末
部を以て終ると述べ， Stohr (1923)もこの終末体
を証明し，終末部は一つの小なる輪状又は針白状の
形状をなし細胞休に直接に接じて位置してし、る。屡
々 8~10 個の是等終末小結節が細胞表面に向って
L、るのを観察する。と述べてしる。
Stohr: Eine solche Endigung besteht. in 
einem kleinen ring-oder osenfδrmigen Gebil・
de，welches dem Zelleib dicht aufliegt. Oft 
kommen 8-10 dieser Endknδpfchen auf dem 
Beobachter zUgekehrten Tei1der Zel10ber・7
丑achevor. 
然るに山本(1948)は以上の終末体の証明を否定
しており寵線維と Purkinje細胞の原線維間の神経
性連結は証明されないし叉留針頭状又は輪状終末の
如きも認められなし、と述べてし、る。
余の所見に於ては寵線維と Purkinje細胞体との
問には一定の間隔が認められ且つ寵線維を形成する
神経線維には所々に走行中間にて盲眼形成ありj且
つ極めて微細線維が Purkinje細胞体表面に達する
を見，その終末部は小なる針白状神経終末体 (Ose)
を以て Purkinje、細胞体表面に接Lているのを観察
した(第 5，6図参照)0
以上の如く余も亦 Cajal，Bielschowsky，Win-
kler，Stohr等に同意するものなり，然しながら余
は是等終末体と Purkinje細胞内の神経原線維との
連絡は証明し得なかった。
としてこの龍細胞の軸索突起の副側枝が頼粒層に達
し，そこで 2~3 個の Golgi 細胞を取巻き，稀に
Purkinje細胞同様に線維寵形成が見られると述べ
て¥，~，るが，余の所見にても線維罷形成をする Golgi
細胞を認、めたるもその線維は全く髄質より由来せる
線維にして寵細胞の車IE索突起分校は Purkinje細胞
層を越える事なぐ之に参与せざりし事を観察した。
寵細胞の樹枝状突起は細胞体上極より 2~3 本の 
突起が分子層を挙上し，其の他に水平{立に走る 1~
2本の樹校状突起を認める。
是等樹枝状突起は多くの分枝を認め，分子層を挙
上する突起は表層近く迄挙上するものも存するが皮
質表面に達している突起は観察し得られない，而し
てすべて分子層内に遊離性に終るものなる事を認め
得た。
第 3項外側星状細胞〈小皮質細胞〉
余の標本に於て本細胞は分子層上層きより中央位 
にかけて現われる卵円形，多角形乃至は星形の銀に
濃染する小細胞である。木細胞は数は概して少く叉
大，小の 2型を認め，大なる細胞は概して中央位に
近く現われてしる。然しながら大なる組胞にても寵
細胞より小型である事が認められる(第12図参照〉。 
本細胞の突起に就いて Retzius，Dogiel，Smir-
now等はこの細胞の軸索突起は遊離性に分子層深 
部に終るか叉は Purkirije細胞層迄伸びてし、ると述 
ベ， Cajalもこの突起が Purkinje細胞迄伸びてし、 
る事を認めている。 
余の所見にては突起は多極性に 3乃至数本の繊細
な突起が出ているのを認め，軸索突起を判然と区別
する事は困難にして突起の経過も短く Cajal等が
認めた Purkinje細胞層に達する突起は之を追究し
得られなかった(第 12図参照〉。
突起は殆んど分岐する事なくすべて分子層内に遊
離性に終り，終末端は盲眼形成が認められる。而し
て隣接する同種細胞突起と交叉する事あるもそこに
神経性結合叉は吻合は認め得なかった。
寵締胞と本細胞の関係に就いて Cajalは両細胞
は組織学的に同系統であるとし， Scha妊erは両細
胞間に本質的な差異はないと主張し Lugaroも同意
見である。山本(1948)も之に同意し特に本細胞の
大型のものは形態的に寵細胞との区別は殆んど不可 
能で、あるとしている。
余の所見に於ても比較的大なる木細胞は分子層中
央位に近く位置し 1本の太き且つ長く伸びる突起を
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主に翻胞下極に発するのを認める。而して細胞の大 離牲に終っている。
さは寵細胞より僅かに小型なるものにして寵細胞と 隣接する登墾線維の樹枝状突起より離れた分枝が
形態的に区別し難レ場合もある。 互に交叉する事あるもそこに吻合，結合の所見は観
以上の如〈余もホ Cajal， Scha旺er，Lugaro， 察され得なかった。
山本等と同様外側星状細胞と寵細胞との間には木質 以上述べた樹枝状突起に巻き付いて経過する線維
的差異はないものと認めるものである。 の他に樹枝状突起に沿って之と平行に挙上し樹枝状
第 4項登翠線維 突起に対し極微細線維による連絡糸を有する挙上線
頼粒層より分子層に進入する太い線維が Pur- 維を認めたれ 
kinje細胞の樹枝状突起に附帯して上昇し，而も樹 この挙上線維は樹枝状突起のー側叉は両側に認め
校状突起の側面の或は右側に或は左側に附帯し時に 一定距離を樹枝状突起と共に経過したる後之より離
は樹校状突起上を走る線維を余は認め得た。是等線 れ失張分子層内に遊離牲に終っている。
維が Cajal (1895)によって始めて記載された登翠 か Lる挙上線維も頼粒層より上昇するを認め登翠
線維に相当するものと思われる。 線維外の線維とは認め難し、故に余はか Lる挙上線維
登翠線維に就いては， Kolliker，Van Gehuch- も叉登撃線維の一部なりと認めるものである(第3 
ten，Retzius，Lugaro，Held，Athlas. K.Scha- 図参照〉。
旺er，Wenkler・等も記載しており，諸学者の意見は 是等登撃線維の由来に就いては Cajalもその起
殆んど一致し濃染した有髄性線維が頼粒!脅から上昇 始純胞を明らかにし得なかった。 Heldは Purkinje
し， Purkinje細胞層に於て線維寵形成に-参与し， 品目胞の軸索突起の副側枝に由来せしめた。
間もなく Purkinje純胞閉校状突起に附-帯して無騎 余の所見によると Purkinje細胞の軸索突起にか
となり樹校状突起に蔓状に巻き付いて上昇する。終 Lる副側校を認め得られず。而して査翠線維を追究
末部は遊離性に分子層内に終る。としてしる。之に するvこ頼粒層を越えて髄質から発しているのを観察
反対して山本(1948)は登翠線維の存在を否定し， する事が出来た。か Lる所見により余は登翠線維は 
Purkinje細胞樹校状突起に間慣する迂曲の少し、細 髄質を走る神経線維に由来するものと考えるもので 
d い濃来線維の存在は少量，之を明らかにした。その ある。
起始に関しては髄質より頼粒層に進入する外来線維 第 5項分子層内に於ける其の{也の神経線維
に由来するものでなく Purkinje細胞の周囲を包む 分子層内には矢状位切片又は前頭位切片の何れの
線維寵から出る微紙線維により現わされる，と述べ 場合に於ても Purkinje細胞層に平行に走る無数の
てしる。 線維を余は認める事が出来た。
余は山本の所見と異り，既に述べた如く登翠線維 Cajal，Jakob等の記載によると失状位切片に現
の存在を認、めた。即ちこの線維の顕出はピリジン使 われる水平線維は Tangentia1fasernで前頭位切
用の標本のみならず 0.25%Triethanol amine， 片に現われる水平線維は Parallel fasernである 
0.03% Hydrazin hydrate，0.5% Hydrazin sulfat とし両者共に主として分子層下部きに現われるとし
等の諸液にて前処置を施行せる標本にでも是等革新住 ている。
を顕出し得た。 余の所見によると是等水平線維は分子層の下部の
この線維の経過に就いて余も亦樹枝状突起に附帯 みならず，分子層全域に亘り認められる。然しなが
する像を認め旦つ樹枝状突起の側商に於て或は右側 ら皮質表層に近く存在する該線維は分子層下部に存
に或は左側に附帯しつ L上昇するを認める故 Cajal 在する線維に比して細L、のである。換言するに分子
の謂う如く矢張関枝状突起に巻き付いて経過するも 層下部に存在する線維の方が太く銀に染まり易き事
のと観察される。 は事実である〈第 5，8図参照〕。是等水平線維は或
然しながら Cajal等はこの登撃線維を樹校状突 は長く或は短く軽度の迂曲をなして Purkmje細胞
起の微細分枝迄追突しているが余の所見に於ては， 層に平行に走り，その走向中に於て所々に小頼粒状
微細分枝迄附随する事なく殆んど樹枝状突起第二次 の盲眼を包埋し，その盲限音!Iより上方又は下方に分
分校迄附随するに過ぎず。而して樹枝状突起より離 枝を認めることあり。可成太い線維にては o.Sch-
れ 2.....3本の微細分校に分れ，その終末部は分子層 ultze (1918)の述べる如く徴都市泉維が集り総括して
内に於て前述せる余の所謂盲眼神経終末集合体に遊 束となる状態も認められる。
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尚分子層下部にては極めて微細線維も数多く認め 察される(第4図参照〉。
られ，是等微細線維は細見するに前述の東状の太き 即ち余は， Purkinje細胞軸索の後退性副側枝が
線維の分校である事が認められる。是等水平性の微 Purkinje細胞層を越えて再び、分子層に現われる所
細線維は垂直性に走る微細神経線維と変錯して分子 見は観察され得ないし，叉頼粒細胞の神経突起が分
層下部に於て網状構造をなしてし、る事を観察し得 子層下部に於て 2分されて水平位に走る所見も認め
た。 られなかった。こ与に於て余は Parallel fasern 
是;等水平線維の微細j分校は無髄線維にしてその各 が頼粒細胞の 2分せる無髄突起なりの説に疑義を有
々は小なる針目状神経終末 COse)を形成し第 l項 するものである。
にて既に述べたる余の所謂盲限神経終末集合体に 余は是等水平線維は少くも其の一部は髄質より由 
Purkinje細胞樹枝状突起終末，龍細胞軸索突起終 来せる分子層を垂直位に挙ーとする神経線維の水平位
末，登翠線維終末等と共に終っているのが観察され 分校である事を認める。
る(第 15図参Hの。 尚寵細胞軸索突起の水平性分校も長く経過して水
是等水平線維間の直接の連絡糸は認、められないが 平線維となる事を観察し得た。
是等線維を通過する垂直性神経線維及び盲限部を経 Purkinje細胞の直下部を数本の太し、水平イ立に走
過する線維により夫々の水平線維は連絡が保たれて る線維も認められる。是等線維は一部線維寵の基底
し、ると余は考えるものである。 Purkinje和胞及び 部を互に連絡して長く経過しその由来は明らかに髄
線維寵と是等線維との関係に就いて Stohr (1923) 質より由来せる線維が線維寵形成に参与する線維群
は連絡がなし、と否定しているが，余は Purkinje細 と共に Purkinje細胞直下部迄経過し，この部に於
胞へ連絡する線維は之を認める事が出来ないが水平 て線維龍形成の線維より分かれて水平位に走るのが
線維の一帯線維が線維龍の線維に移行する状態が認、 認められるのである。分子層を垂直{立に挙上する神
められた。 経線維は明らかに髄質より頼粒層を越えて分子層に
是等水平線維の由来に就いて Cajalは Parallel 進入する無髄線維として認められる。 
fasernは穎粒純胞より上昇せる神経突起が分子層 7~等垂直性神経線維は殆んど分子層を垂直{立に挙
に於て丁字状に分岐して表面に対して平行に走る線 上し且つ互に平行に走る無数の線維として現われ，
維となると説明し Jakob (1928)は Cajalの説に 時にT字状に分枝して既述せる水平線維に移行する
同意して Tangential fasernは寵和胞の軸索突起 事あるも，殆んどその多くは水平性分校をその経過
及び Purkinje細胞の軸索突起の後退性副側枝であ 中に認め旦つ皮質表面迄挙上しているのである。
り Pa:ral1el fasernは頼粒細胞の無髄突起が 2分 即ち垂直性神経線維は既述せる Purldnje細胞樹
されて水平位に走る分校及び、 Purkinje紺胞恥索突 枝状突起及、び後に詳述する神経謬牲の Golgi上皮
起の後退性副側校からなると記載している。 o.Sc・ 性制胞の突起等と共に分子層を垂直{立に挙上してい 
hultze (1918)は Purkinje細胞寵の間に極めて微 るのである。
細線維の列が走るが之は小野、粒紘胞の水平位をとる 是等垂直性神経線維は皮質表面に達し表面に於
神経突起であると述べている。 Stぬ r(1923)は O. てT字状に分かれて既述せる表面を覆う最も内側の 
Schultzeの事実を肯定し是等線維の起始は実際に 軟膜に附着しているのが観察される。皮質表面直下
顎粒細胞の突起の極めて多くが末梢方向に向かって に位置する水平線維はすべて是等垂直性神経線維の
上昇し分子層に進入して線維寵の上方去に現われ 水平分校である事が認められるのである。
る。としてし、る。 第 6項分子層内に於ける神経臨細胞
以上の如く是等線維の由来に就いて諸学者は 小脳分子層内vCV土他の中枢神経系に見られる神経 
Purkinje細胞軸索の後退性副側枝及び頼粒細胞の 謬細胞，即ち Makroglia，Oligodendroglia，Hor-
神経突起の分校に由来せしめてし、る。 tegagliaの3種神経謬細胞の他に小脳皮質化のみ現
余の標本に於ては是等水平線維を追突するに垂直 われる特殊な形態を有する神経修制胞を認め得た。
性の神経線維に移行しているのが観察される。即ち 1) Makroglia: 
分子層を垂直性に挙上.する神経線維の分校が水平線 余の所見に於て Makrogliaを始め多くの神経膝
維として示されるのである。是等垂直性神経品対住を 細胞は極めて選択的に現われ，神経修細胞の顕出良
追究すると頼粒層を下降し髄質に達してし、るのが観 好なる時は Purkinje細胞及びその突起等の顕出不
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良なる事が多い。此の事-は既に第2章でも，述べた事 終る状態，共の他血管壁にグリアノト足 (Gliafuss-
であり，即ち神経謬細胞の顕出には Cajal液固定 chen)を以て終る突起，.tJ，、と述べた突起の外に分
時間を長くし，約 6~8 日が最適であった。尚ピリ 子層内に盲眼形成を以て遊離性に終る突起も存在す
ヂン浸漬時間も長し、方が良好であった。 Makroglia るのである(第四， 30図参照〉。
は分子層の中央位に多く現われ，其の他諸所に散在 1¥1akroglia突起分校の一部が隣接する同種細胞
する銀に濃染する略々円形細胞として示される。而 突起分校に接続し移行している俸とを観察する。この
して数本の放射性突起が星形に出ているのが認めら 所見は繊細な突J包分校から他突起分枝への移行があ
れる。 り，その移行 ì~l;は膨隆の認められる事もあるが他突
是等 Makroglia に余も亦 3~5本の原形質性の 起分校との境界が判然としたい事が多いのである。
太い主幹を認め，この主幹より分岐する分枝若有す jfjして線維性にr他A突起分校への移行部にて網状構造
る原形質性神経臨細胞(原形質性蜘妹細胞〉と細胞 の思線維 (Gliafasern)を認め得.た。
体より直接数個の繊細な線維性突起が長く伸びてい ，更に余の所見によると原形質性の太い突起が直
る線維性神経修細胞(線維性蜘妹制胞〉の 2種を認 接，隣接する Makroglia自体に接してし、る事があ
めるが Cajal (1913)，Jakob (1928)等が云う灰白 る，是は Makrogliaを出た主幹突起が直ちに隣接
質層には原形質性神経謬紙胞のみであると云う事は する Makrogliaの主幹突;!iに移行してし、るのであl
余は認める事が出来ず，分子層内に線維性神経謬細 り，この時夫々の細胞の他端からは放射状突起を認
胞をも認め得た。即ち繊細な長く経過する線維性突 めるの
起が放射状に数本認められる Makrogliaも見出し 隣接する細胞が更に近接しで恰も亜鉛状に一紙胞
得るのである(第 11，15図参照〉。 形質内の両端に桜を認め 2個の核の中間部はくびれ
余は Makrogliaに大，小の 2種を区別し得た。 ており，而も共同の細胞形質から多くの突起を放射
即ち突起が原形質性，線維性の別なく極めて大なる するを認める。
岸田胞も認められるし叉反対に小なる細胞も認めら 更に 2個の核が近接して同一細胞形質内に 2個の
れる。小なる Makrogliaに於ては Oligodendr・o・ 核が全く接して存在する像も観察される。是等一連 
gliaと殆んど同大なる細胞も見られ，且つ突起も両 の所見は明らかに Makrogliaの直接細胞分裂によ
極佐に分!肢の少し、突起を認め， ~ß円形の核 Fせには好 りて発生せる Syncytium像を思わしめるものであ
銀性粗大頼粒を包蔵し，而も他の Makrogliaに比 る。
し幾分銀に淡染する Makrogliaを認める。是等 神経腹、細胞の Syncytium形成に就し、ては Metz 
Makrogliaは極めて 01igodendroglia Vこ類似し u. Spatz (1924)は Holzerによる染色法により
てp か Lる細胞は Makrogliaと Oligodendroglia 神経穆細胞及び Hortegagliaの種々異なる型を認
との移行型と忠われこの両者には移行型が存すると め，すべて是等和胞のより繊細な突起から突起への
余は考えるものである(第四図参照〉。是等移行型 移行は繊細な Syncytium性の網目 (Netめを形
は分子層の諸所に認められる。 Makroglia突起の 成している。と述べてし、る。
先端が寵細胞に接し，之を取巻く事あり，寵細胞軸 之に対して Scha妊er (1926)は Holzerの方法
索突起及び Purkinje細胞樹投状突起上に結節J状に に従レ製作せる標本の状態に就いては全く Holzer
終る Makrogliaの突起も見出し得た(第 18.30図 の図に類似している，然しながら我々は彼の Syncy-
参照)0 tiumに就し、ては決して信ずる事は出来ない， と述 
Makrogliaより生ずる突起の中， 1本の長い太き ベ Syncytium構造の存在を否定している。
ものが血管壁に達しこ qこ附着して揖棒状の球体 Sch.a任er: Wir arbeiteten auch nach Hol-
を作る。此れが所謂グリア小足 CG liafusschen)で zers Voschrift und bekamen Praparate，weI-
ある。この球体より更に微細なる線維を発し，その che den Zeichnungen Holzers ganz ahnlich 
先端は針白状神経盲眼 (Ose)に終る事あり，球体 waren，doch konnten diese uns keineswegs 
より出たる純線維は血管壁より離れ暫く走行したる von einem Syncytium uberzeugen. 
後更に盲眼を作るものがある(第 18図参照〉。 余は既に述べた如く Syncytium像を思わしめる 
Makrogliaの突起の先端が神経細胞に接する状 所見を認め Scha:妊er の説には同意し難く Metz
態，叉 PU比inje細胞樹枝状突起に接して結節状に u. Spatz同様 Makrogliaの SyncyUum形成を
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認めるものである。 Myelophagen説を確認証明している。叉古沢は 
IT) Oligodendroglia: Oligodendrogliaは神経組織内に於て生理的又は 
Oligodendrogliaに就いては本邦に於て古沢 病的必要に応じて進行性を表わし直接核分裂により 
(1931)が家兎大脳を材料とし成長家兎の脳に於 て増殖す，と述べている。
ける Oligodendrogliaは簡単なる根棒状の突起を 以 l二の如く諸学者は木細胞に就いて支柱的機能の
有するものとして諸所に見出さる Lも皮質に於ける 外に何等か他の機能をも有するものとしても、るので
ものは一般に突起殊に多く，突起は球杵状叉は梶棒 ある。
状をなし共の小球の先に更に多数の突起を有し共の 余の所見にても#J若白鼠の小脳分子層に於ては
先端に叉小球あり。小球の先に叉突起を出す。其の Oligodendrogliaが集団をなして Purkinje刺胞
突起多くして突起長きものは Hortegagliaと類似 及びその樹枝状突起周辺に集ってし、る所見を認める
混同し易きが如きも然し突起の分岐点叉は先端に特 が，然しながら成体にては僅かに 2，...3個の木細胞
徴ある小球を有する事，及び核内に於ける微細頼粒 が Purkinje細胞及び樹枝状突起に接してし、るに過
が同心円に排列する事とにより之を Hortegaglia ぎなし、。尚分子層内に散在する本細胞も成長期の或
と区別する， と述べてし、る。 時期に於ては極めて密に，叉或時期に於ては極めて
余の所見に於ては分子層内に於ける Oligoden- 数少く散在するを認める，この事は Oligodendro・ 
drogliaは分子層の諸所に散在する円形乃至卵円形 gliaが増殖するのみでなく成長期に於ても消失が
核を以て現われる。是等円形乃至卵円形核は極めて 行われるものと考えられる。即ち Myelinが生ず
僅少の細胞形質を有し，銀に淡染してしる。核内に ると云う事は確認し得ざりしも余は Oligodendr・0-
は銀に濃染する組大頼粒を'包蔵し，是等粗大頼粗は gliaは支柱的機能の他にその分解により神経細胞
微細線維によって連絡されている。然しながらこの の成長に際する栄養補給源となる事もあるものなら
頼粒が古沢の謂う如き同心円状排列の如き規律性は んかと推量するものである。
認められなかった(第 10，19図参照〉。 時に相隣れる oligodendrogliaが全く相接して
但し突起が殆んど認められない細胞も存在し，叉 し、る事がある。即ち分子層に垂直{立に又は平行に 2
極めて短し、混棒状突起が細胞体のー側又は両側よーり 伺の Oligodendrogliaが接しているのである。稀 
1，...2本出ているに過ぎなし、細胞も認められる。是等 にはくの字型~vこ 2 個の Oligodendroglia が接して
根棒状突起の先端は矢張膨隆が認められるが古沢の し、る事がある。キ目接せる Oligodendrogliaが細胞
述べる小球を有しその小球より更に長く突起が伸び 形質で連絡が保たれ恰も同一細胞形質内に 2個の核
る如き所見は分子層内にては観察し得られなかっ が存する状態も観察し得られる(第 1，16図参照〉。
た。然しながら両極性に分岐の少し、突起が可成長く 是等一連の所見は明らかに Oligodendrogliaの
伸びている事がある。是等 oligodendrogliaは既 直接分裂を想わすものに外ならなし、。然しながら髄
述せる Makrogliaとの移行型が存するものと考え 質に於て屡々認められる数個の Oligodendrog1ia
られる。 が相連結して念珠状を呈する特徴ある所見は分子層
余の所見に於て Oligodendrogliaが Purkinje 内に於ては認める事が出来なかった。
細胞体叉はその樹枝状突起に接して位置する事あ m) Hortegaglia: 
り，更に Purkinje細胞樹枝状突起上に位置する 余の標本に於て Hortegagliaは円形乃至楕円形 
Oligodendrogliaも認められるのである(第四図 の銀に濃染する核を有して分子層内に散在する。大
参照〉。 率その大さは oligodendrogliaより小型にして 
Purkinje細胞樹校状突起の傘状に拡った終末枝 Oligodendrogliaの如く核内に銀に濃染する粗大
(第 1項参照〉によって包まれ，且つこの終末枝に 頼粒は認められなし、。細胞体は一様に銀に濃染して
接している Oligodendrogliaも認め得るのである 細胞形質と核の区別も判然とし難し、のである，即ち
(第 14図参照〉。 殆んど核の形態が細胞形態を決定する程細胞形質は
Hortega (1920-21)は Oligodendroglia は 僅少である(第 10，13，15図参照〉。
Schwann氏細胞と同様であるとし， A. H. Sch- 相胞体の両極又は多極より多くの細長く伸びる突 
roeder (1927)は Oligodendrogliaは分解して二 起を出してし、る。即ちその突起の数により細胞形態
次的安性により Myelinを生ずるとして Jakobは が時に梶棒状，紡錘形，三角形又は多角形を示す事
n u門/
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がある。是等突起は更に直角に近し、角度をJ;1，て分岐 3は神経問実質(NervenParenchym) に遊離性に
する小枝を認める。この小枝が更に分岐する事あり 終るとし， Hortegagliaは2場面を兼ね神経細胞周
て細長く枝が伸びているのである。斯かる分岐せる 囲性でしかも血管周囲性であると云う事なく夫々独
小枝の周囲に直角に横に生ずる細毛を有すると成書 立して位置するが Makrogliaは是と異り神経細胞
にも記載されているが，余はこの純毛はピリジユ/液 周囲性要素が同時にグリア小足を以て密に血管に関
使用の標本よりも 0.5% Hydrazin sulfat， 0.5% 係してし、る，と述べている。即ち Scha旺er は 
Hydrazin hydrochloride，0.03% Hydrazin hy- Hortegagliaの突起は血管に密にからみつき，而も 
drate等の諸液に浸潰せる標本に於て更に良好に観 血管と共に伸びていて Makrogliaに認められる血
察し得た。 管に対するグリアノト足は Hortegagliaには認めら 
Hortegagliaの分子層内に於ける分布に就いて れないのである，と結論している。
は白鼠小脳に於ては成体よりも成長期にあるえjJ体， このグリア小足 (Gliafusschen)がなし、と云う事
即ち生後 20~30 日に於て最もその分布密度が高く， は Metzu. Spatz (1924)を始め多数の学者も是
換言すると分子層に於て胎生頼、粒細胞層が完全に消 を認めてし、るのであるが，余は諸学者の観察と異り
失する時期に於て Hortegagliaの数が多く叉染色 Hortegaglia突起が血管に対して小結節状のグリ
性も良好である事を認めたので、ある。分子層の表層 ア小足 (Gliafupsschen)の形成を認、め得たのであ
近く，細胞長軸を層に対して水平位に位置する多く る。この小結節状グリア小足は血管壁に附着し而も
の楕円形小細胞を認める。是は Hortegagliaに属 更に繊細な線維が之より出る事ありて血管に沿って
するものと思われその両極より水平位十こ 2本の突起 走り分子層内で遊離性に盲眼形成をなして終ってい
の発するを認める。但しこの突起は長くは伸びず， るのを観察し得る。
分枝は無きか叉は 2叉性に分岐するに過ぎなし、。斯 尚余は必ずしも Scha百erの述べる如く血管周囲
かる突起は隣接する Hortegagliaの突起と連絡す 性，神経細胞周囲牲が夫々独立して位置するが如き
る事あり，更に外側星状細胞或はその突起に接して 規則性は認められず， Makroglia同様神経細胞周
いる場合も認められる。 ‘ 囲性で而も血管に接するか叉は突起を送ってし、る
分子層中央部には細胞長軸を層に垂直{立にし細胞 Hortegagliaを認、めたので、ある。
両極の上，下方に垂直性突起を認める梶棒状の Hoi-tegagliaの発生に就し、ては RioHortega 
Hortegagliaを見る。か Lる Hortegagliaは幼若 (1921)が中匪葉性起原を唱えてより種々の論争を
期に於て殊に数多く認められる，表層近く存在する 招し、てしる。 Metzu. Spatz (1924)は Hortega 
Hortegagliaは垂直性突起が皮質表面の最も内側 の見解即ち是等細胞の運動性は否定せざるを得ない
の軟膜に達しそこに結節状グリア小足が認められ として外匹葉性起原を唱えている。 Scha旺er(1926)
る。 Purkinje細胞の近傍に{立置する Hortegaglia もMetzu. Spatzに同意・して Hortegagliaは形
はその樹枝状突起に突起を送り，之に接している事 態学的に叉機能的にも神経穆細胞としての性質を示
がある。 Spielmeyerは神経細胞周囲に Hortega- し，他のすべての神経膝要素と同様に通例の外怪葉 
glia集団として濯木叢 (Strauchwerk)を報告し 牲の性質を持っている，と述べている。
数個乃至数十個の Hortegagliaが細胞形質をーに 然かも中匪葉性起原を唱える者は Hortega，
して多くの突起を出している状態を報告している。 Penfield， Collado， Poldermann， Winkler， 
是に就いて Metzu. Spatz (1924)は肥厚せる Bielschowsky，Jimenez de Asua， Gozzano， 
Hortegagliaによって構成された一系統であると Bolsi，石川，上村，植松，辻山，相村等があり，外
説明している。 腔葉性起原を唱える者は Metzu. Spatz，Pruijs， 
余の所見に於ては多くの Hortegagliaが集団を Scha旺er，Jakob，古沢，三宅川等がある。即ち今
なし，而も夫々の突起及びその分枝により網状構造 日尚この起原に関しては結論を得ないのである。
をなしている像を認めたるも必ずしも同一細胞形質 余も亦 Hortegagliaの起原を決定する確証は持
の形成は認め得なかった。 っていないがi神経細胞及び血管に対して形態的に 
Scha妊er (1926)は Hortegagliaの位置に 3例 Makrogliaと同様な状態にあり，叉機能的にも
の場合を認めた。第 1は神経細胞周囲性 (Perine- Makrogliaと特別異った特長もなし、と思われる故 
uronal)，第 2は血管周囲性 (Perivascular)，第 に余は Hortegagliaは他のすべての神経修要素と
4 
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同様に外臨葉牲の性質を持っているものと考える。
rv) Fananas細胞:
小脳分子層に特有な神経膝細胞として Fananas 
(1916)が精細に研究発表せる Fananas細胞があ
る。 Fananasは是等制胞を原形質性蜘除細胞の特
珠型として，① 1木の突起を有する型 (Mono-
radiado)，② 2本'の突起を有する型 (tipovelloso 
bifurcado)， ③ 2本の突起が更に分岐し多くの毒
毛を有する型，④血管周囲性にして多くの分枝を
有する型 (astrocitoperivascular)等に分け，而
して分子層の中央部より下方部に存在するを認め細
胞核の上極には小額粒状の細胞形質が豊富に集り，
上極より 1....2木の突起が垂直性に上行し，細胞体
上極及び突起の周辺に無数の小頼粒を附着せしめて
恰かも羽毛状の美麗な形態を示している。大体 
Fananasの記述は以上の要旨の如くである。
余の標本に於ては分子層中央部より下方部位に 
Oligodendrogliaに似た概して銀に淡染する円形
乃至卵円形核が散在するのを認める，此の核内には
銀に濃染する粗大願粒を含み，叉核と極には濃染す
る小額粒の細胞形質が附着してし、るが他音I1には殆ん
ど細胞形質が認められない程僅少である。上極より
は長き突起が垂直性に分子層を上行してし、る。斯く
の如き細胞が Fananas細胞であると考える(第 
11，13，17図参照〉。
突起は 1....2本にして 1本の突起が2叉性に分岐

し分枝を上行させている事もある。
2本の突起が一定距離を経過せる後夫々更に 2叉
性に分岐する事がある。この型は Fananasの云う
第 3の型にして，余は少数ながら分子層中央部にこ
の型を認め得た(第 11図参照〉。
Fananasの第4の型即ち多くの突起を放射状に
出している血管周囲性神経膝細胞は余の白鼠に於て
は Makrogliaと全く同様な形態を示ん余が既に
述べたる Makrogliaそのものに過ぎないと思うの
である。而してこの型は Fananas細胞とは異る形
態を示しているのを認める。 
Fananas細胞は余の所見に於て突起起姶部は太
く此所には小頼粒の細胞形質を認、めるが上行するに
従い直ちに細くなり先端に於ては単なる無髄線維と
して分子層内に遊離性に終るに過ぎなし、。但し
Fananasの示せる如き突起の周囲に小Jfm粒状の萌
芽を多量に包蔵して恰かも美麗な羽毛の知き形態は
Cajalの金昇末法を使用せる標木にても余は是を認
め得なかった(第 17図参照)0
要するに Fananas細胞は上極のみより上行性突 
起を認め，決して下極からの突起は認められない。
1木の突起が長く伸びている第 1の型は余は分子層 
の最下層に多く認め， 2叉性突起乃至 2木の突起を
有する Fananas細胞は分子層の中央部に多く認め
られた。突起の長し、細胞にては表層近く迄伸びてい 
る突起もあるが皮質表面に達している突起は決して 
認められなかった。血管に対しては 2叉性乃至2木
の突起の一方が血管に附着する像は認めるがそこに
グリア小足は認められなし、。叉 Purkinje細胞樹枝
状突起に対して一方の突起尖端が附着しているのを
観察し得る(第 10，11図参照〉。
是等 Fananas細胞は銀に淡染L，核内に粗大頼
粒を;含み一見 Oligodendrogliaに類似した形態を
認め，且っすべてその大さが Hortegagliaより大
である。か Lる故に Fananas紙胞は Makroglia
の一種とは認められず，余は寧ろ Oligodendroglia
の特殊型と見倣さんと考えるものである。 
V) 其の他の型の神経謬純胞
余の使用せる白鼠の小脳分子層にはこの外に新し
き型と考えられる神経膝細胞を観察せる故余はこ与
に第 1型神経謬紙胞として記載する。
分子層中央部より表層に亘って Fananas細胞に
類似した概して銀に淡染し，核内に好銀性粗大願粒
を含む円形乃至卵円形核が散在する。是等細胞は
全く Fananas細胞に類似した核を示すも附紘胞下
極即ち核の下部に多くの小頼粒の細胞形質が集り， 
他部は極めて僅少の細胞形質が核を取巻いているに
過ぎなし、。そしてこの細胞下極のみより突起が出て
分子層を垂直性に下行してしる。[吊してこの下行牲
突起を除し、ては其の他に突起の存在は認められない 
く第 10，13図参照〉。
下行性突起の起始部は小額粒の細胞形質が附着し
て太くなっているも間もなく刺し、類、髄線維となる。
突起の数は 1本である事が多く時には 1木の突起が 
2叉牲に分岐しており，“更に稀に紙日包体より直接 2
本の突起が下行性に走っている(第 10図参照〉。
是等突起分校が Purkinje細胞樹枝状突起又は毛
細血管壁に附着してし、る像も認められるがそごにグ
リア小足の存在は認め得なかった。下行性突起の先
端は Purkinje細胞層を越える事なく分子層内に盲 
眼形成を以て遊離性に終るか又は Fananas細胞の
上行性突起及び Makroglia突起等と連絡是に移行 
する像も認められる。
か与る下行性突起を有する神経協細胞に就いては
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現今迄記載がないかと息われるので余は。こ.¥".~こ報告
する次第である。
其の他余は Purkinje細胞周辺には尚新しき型の
神経修細胞を認めた。即ち Purkinje細胞周辺には
既に述べた如く Hortegaglia， Oligodendroglia 
等存在するが共の他極めて小なる円形細胞にして而
も星ち状放射突起を数本周囲に出Lている細胞があ
る。是等細胞は分子層に於て Purkinje紘胞及びそ
の樹枝状突起主幹部を取巻いて位置し形態的には外
側星状細胞に類似している。核内に粗大願粒は認め
られず一様に銀に濃染する。
細胞形質は極めて僅少にして Purkinje細胞を取
巻く龍線維の外側に並んで位置し，放射状突起の先
端が寵線維又は Purkinje細胞に連絡しそこに小な
る盲眼形成を以て終っているものもあるのを認め
る。叉是等細胞突起が互に連り 1本の線維によって
細胞が数珠状に連結した状態を示して Purkinje細
胞を取巻いて位置する事がある(第7，8図参照〉。
最等細胞は Hortegag1ia より更に一段と小型の
ものにして形態的にも星で状放射突起を認め，且つ 
Purkinje細胞の周辺部にのみ認められ，血管周囲
には存在しなし、のである。
以上の所見により是等細胞は Purkinje細胞に附
随した衛一息的神経謬細胞にして余は新しき第2型の
神経隈細胞として記載する次第である。 
ll) 小脳 Purkinje細胞層に於ける形態 
第 1項 Purkinje細胞の軸索突起
Purkinje細胞は分子層と頼粒層の間にー列に並
んで位置し，形は西洋梨状をした大なる細胞で分子
層に向かって樹枝状突起を叉頼粒層に向かって軸索
突起を出している。
軸索突起は余の標本に於て Purkinje細胞の基底
部の中央叉は幾分側方に偏して出てし、る。
Cajal (1896)を始め多くの学者がこの軸索突起
り，この層迄追究し得られると述べてしる。而もこ
の逆行性副側枝なるものはその後多くの学者により
認められてし、るのである。但し余の所見によれば軸
索突起に神経腕及び膨隆形成は之を認め得なかった
(第 20図参照〉。
軸索突起と線維寵形成に参与する髄質からの線維
とが集合して恰かも膨隆せる如く観察され得る部分
もあるが軸索突起自身の膨隆は観察し得ないのであ
る。
副側枝は余は多くを認め得ず。頼粒層に於て軸索
突起より 2~3本の短い副側枝を認め得たのみであ
る。是等副側枝は穎粒細胞の間:京を経過して穎粒細
胞を取巻レている事がある。叉頼粒細胞聞に遊離性
に終っているものもあると考える。但し Purkinje
細胞層に再び逆行する長レ逆行性副側枝に至つては
余は是を 1本も認める事が出来なかったので、ある。
第 2項線維龍 
Purkinje細胞層に於て Purkinje航胞を取巻い
て位置する複雑な線維群，即ち線維龍に就いては 
Cajalを始めとして Dogiel， Scha百er， Held， 
Kol1iker，Retzius，Bielschowsky等の記載及び
図譜が存するが何れも明瞭な形態は現わしてし、ない
様である。但し Stohr (1923)はこの線維寵に就
し、て可成精細な記事及び図例を示している。即ち
Stohrはこの線維の排列は細胞長軸に平行に走り
且つその線維は多くの著者により龍細胞の突起に由
来せしめているものであるが，この線維の構造は複 
雑にして細胞体を柵状に互に密接して取巻き，而し
てその由来は髄質より頼粒層を上昇せる線維が強く
線維寵形成に関係してし、ると述べてし、る。
線維寵形成の線維に就いては余も亦髄質から由来
せる線維を観察し得た。是等寵線維の由来に就いて。
は既に寵細胞の項で述べたからこ Lでは重複を避け 
るが結論的に線維寵形成の線維は上方からは寵細胞
に就いて述べているが実際にはこの軸索突起の観察ー軸索突起の下降枝よりの線維から成り，下方からは
は極めて困難である。
余の優良標本に於ては Purkinje細胞の基底部よ
り出たる軸索突起はその j同州.\~こ於て漏斗状の軸索
をなし，漸次細くなり殆んど直線的に頼粒層を下行
して髄質に達しているのが観察される。 
Cajal (1896)は軸索突起の穎粒層を走る経過中
形成1¥に於て一定の間隔を以って繊細な腫脹，膨隆吉
を認め， 3.-...-4個の膨隆部形成後に最初の逆行性副側
枝が現われる。この逆行性副側枝はかなりの数を認、
め， Purkinje細胞層に向かつて真直ぐに仲びてお
髄質に由来せる線維から成っている。
而して余は線維寵に 4種の型を認め得たのであ
る。
第 1の型は Purkinje細胞の周囲を一定の間隔を
保ち細胞長軸に平行に多くの線維が密に走ってい
る。而して Purkinje細胞ヒ極に於て必らず線維の 
交叉が認められる場合である。 Pllrkinje細胞基底
部に於ては線維が 1箇に集中するか叉は集まって東
状に穎粒層を走って髄質に達している。
即ちこの型は恰かも盤状に完全に Purkinje細胞
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体を取巻いているのである(第6図参照)0 ・ Golgi (1886) はこの Bergmann 線維の由来を
第 2の型は Purkinje細胞上極に於て交叉せる線 Purkinje細胞間に位置する神経臨性の上皮性細胞
維を見出し得ない場合である。即ち細胞周囲を取巻 であるとした。
く線維が上部に於て Purkinje細胞樹枝状突起及び 余の所見によると Purkinje細胞層の Purkinje
その分校に沿って走り，間もなく之からも離れて分 細胞問に 2---3列をなし円形細胞が存在する。是等
子層内に遊離した盲眼形成を以って終っている(第 細胞は頼粒細胞に類似しているも頼粒細胞より多少 
9図参照〉。 大型にして且つ銀に濃染する事，及びその突起等に
第 1叉は第2の型に拘らず線維寵の一部線維が水 より明らかに Purkinje細胞層に侵入混在する少数
平{立に隣接する線維龍と連絡して走る太い線維も認 の頼粒細胞と区別し得られる。是等円形制胞が
められ叉既に述べた如く分子層内の水平線維に移行 Golgiの上皮性細胞である。
するものも観察されるく第 5，8図参照〉。 是等細胞の突起は細胞上極より原形質性の太し、突
第 3め型は Purkinje細胞を取巻く線維の他に線 起が 1本分子層を垂直に上行し，一様の太さではな
維龍の基底部より 2---3本の短し、線維が出ており夫 く経過中に於て或は細く或は太く周，囲に小願粒を附-
々の線維が直ちに扇状に数本の短い線1維を出してい 着せしめて経過する(第 1，1図参照〉。 即ち余は
るのである。か与る線維は直ちにJ?urkinje細胞体 Golgi 等が認、めたる 2~6本の突起は認める事が出
に針目状神経終末体 (Ose)を以って終っている。 来ず，突起は 1本である事を観察した。この 1本の
かくの如き短い線維を有する線維龍の第 3型も認め 突起が経過中に於て 2叉牲に分枝を出すのは認める
られるのである(第4図参照〉。 が成害の記載の如き数多くの樹枝状分校は認め得な
第 4の型は隣接する 2個の Purl王inje細胞を共通 かったのである。細胞の上極部は淡染する細胞形質
に取巻いている線維寵の存在である。而して個々の が集合していて濃染する核と区別し得られ，上極部 
Purkinje細胞は夫々独立Lた線維龍を形成し，し 以外には殆んど細胞形質は認め得ない程の僅少さで
かも共同の線維龍によって大きく取巻かれているの ある。
である。 3個以上の Purkinje細胞に跨る脇椎寵の Cajalによると是等突起分校が互に隣接する突起
存在は見られないが多くの線維寵を水平に連絡する 分校と網状に連絡密接し，叉 PU比 inje細胞樹玖状
太さ線維の存在は是を認める事が出来た。即ち数本 突起に対しても之を支持する如く密に接触している
の太く且つ長い水平位の神経線維が線維寵基底部を と述べているが，余も叉前述せる 2叉性の長き分校
互に連絡して水平{立に走っている。是は明らかに髄 の他に太し、突起より直角に出る短い微紘線維を数多
質から由来せる線維に他ならないのであるく第 6， く認め，この/ト側枝は隣接する同麓の突起，又は 
7，9図参照)0 Purkinje細胞樹枝状突但に連絡し，且つ是に接し
以上線維寵の 4種の型に就いて述べてきたが線維 て終っているのを認める。然しながら Cajalの云
寵の基底部を細見するに多くの線維が 1箇に集中す う如き網状構造は観察し得られなかった(第 1図参
るか又は集中はしないが東状に集合している。時に 照〕。
は是等集合せる線維群が全く接して恰かも半月状に 多くの Golgi と皮性細胞を観察するに互に突起 
Purkinje細胞を包む如く存在する事がある。余は は平行fこ一定間隔を保って分子層を垂直{:U'Vこ上行L
是等線維群の集合体を半月状体と命名せんとするも ているのである。
のであるく第9図参照)0 e ‘ 是に就いて Weigert (1895)は分子層に約 0.01
線維龍と Purkinje細胞との関係に就いては既に mmの間隔を以って放射性線維が存し小脳皮質表
龍細胞の項に於て述べた如く線維寵の線維から微細 面から深部に向かって走り Purkinje細胞の部分で
線維が出ており，その終末部は小なる針目状終末体 終っていると謂う。而してこの線維は所々で皮質表
くOse)を以って Purkinje細胞体表面に接してい 面を取巻き，即ち表面に平行に，位置する如く走行す
るのを観察するのである。 る事あり。叉一つの遊離性線維を生ずる事を認むる
第 3項 Golgi上皮性細胞 事がある。是等椋維の由来は分子層と頼粒層の境界
分子層を垂直位に走り互に平行に経過する多くの 部のみより孤生する事を認め，是が古来有名な
放射性線維を認める。是等線維は Bergmannが発 Bergmann線維なのであるn と述べている。
見したので Bergn1ann線維と呼ばれているが， 余の所見に於ても
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Golgi 上皮性細胞の突起が互に平行にル走る事を認め Cajal'を始め多くの学者も頼粒細胞を大頼粒細胞
得たのである。即ち余が述べてきた突起は所謂 と小額粒細胞の 2種に区別してし、る。而して Scha-
Bergmann線維に相当するものであると考える 百erは小頼粒細胞はニツスル氏小体を有していない
(第 1，11図参照〉。 と云っている。 Obersteinerは有突起性と類、突起
而して是等上行性突起は殆んどが皮質表面に達し 性とに分け有突起牲は神経細胞で無突起性は結締織
ており， Cajalも表面に達した線維が表面の穆質性 細胞であるとした。
限界膜に微細なiる終末足を1)、って終っていると述べ 但し Landau (1926)は頼粒細胞を大小の 2種に
ているが，余も表面に達Lた線維が表面の最も内側 区別する事を否定し，小頼粒細胞に 2種あるとして
の第 1の軟膜に終っているのを認め得たのである。 第 2の種類の小額粒細胞も非常に原形質が少いが然
尚既に分子層の項で述べた如く Bergmann線維 しながら定型的な小額粒細胞に比すればそれ程原形
の他に分子層を垂直位に挙上.し皮質表面に達してい 質が少いわけではない，即ちこの第2の小細胞の特
る神経線維が存在するが是等神経線維は Purkinje 性は何かと云うとそれは細胞核にあり，この核は所
細胞層，頼粒層を越えて追究し得られ，髄質より挙 謂小額粒細胞の核に比し約2倍の大さを有し且つ空
上するのを認め，明らかに Bergmann線維とは区 胞状であり，その中には 1個の核小体を有すると，
別し得られるものである。 述べている。
余は Golgi上皮性細胞の突起にして稀に皮質表 Landau: Auch diese Zellen sind sehr pro-
面に達しないものも認め得た。即ち垂直性突起が分 toplasmaarm，jedoch nicht so sehr wie die 
子層内に遊離性に終るか叉は Purkinje細胞樹枝 typischen kleinen Kornerzellen. Was jedoch 
状突起上に終るのである。この細胞は既述せる charakteristisch fur diese zweite Art von klei-
Fananas細胞に類似してし、るが， Fananas細胞は nen Zel1en ist，so ist es der Zellkern，welcher 
Purkinje相胞間には殆んど位置しない事， Fana- hier ungefahr doppelt so gross ist wie der 
nas細胞は Oligodendrogliaに似て銀に淡染し核 Kern der "kleinen" Kornerzellen，riest bla帽
内に粗大頼粒を含む事等により， Golgi上皮性細胞 sig und enthalt in seiner Mitte ein Kernkor-
と区別し得られるのであるの perchen.ι 
余は加之 Golgi上皮性細胞の一般の突起が良好 而して Landauは更に第 1の小額粒細胞には神
に験出されているが如き標本に於て同時に全く突起 経相胞に相似した点を全然見出す事が出来なし、が第
を見出し得なし、 Golgi上皮性様知:胞の存在する事 2の小野!粒細胞は核叉原形質にも一つの神経細胞と
を認め得た。この事より余はすべての G，olgi上皮 してのすべての特質を示Lている云々と，叉この第 
性細胞が必らずしも突起即ち Bergmann線維を有 2の細胞は現在迄すべての学者によりその構成が大
するとは限らず一部の Golgi上皮性細胞にありて 頼粒細胞として唱えられているのであり，以上の理
は全く突起を欠除しているもの斗存在を認めたので 由で私は大願粒純胞なる表現を否定するのであると
ある。 述べてしる。山本(1948)も穎粒細胞は総て同ー型
lI) 小脳頼粒層に於ける形態 で之を犬，小2型に分ける事は出来ないと述べてい
第 1項穎粒細胞 る。
余は頼粒細胞に 2種を区別し得た。第 1は核が小 余は既述せる如く頼粒細胞に 2型を認める，但し
にして核の周囲に存在する細胞形質は比較的多量に Landauの述べるも口く核が約2倍大きく而も細胞形
存在するものである。第2は核の大さは前者のもの 質が多いと云う所見とは全く反対に核の大なる締胞
よりも大きく，其の大なるものにありては略々前者 は細胞形質が少<，核の小なる細胞は細胞形質が多
の2倍の核の大さを有するものである。然し核の周 いと云う所見を余は認めたので、ある。
囲に存在する細胞形質の分量守極めて僅少にして光 事!粒細胞の突-起は細胞体周囲より数本出ているの
学顕徴鏡にては細胞形質の存在を殆んど見極め得な を認めるが，之は 2種の細胞の何れにも認められる
い場合もあるのである(第21，23図参照〉。 所である。即ち余は Obersteinerの云う有突起
然しながらこの 2種の細胞は核の大さは異っても 性，類、突起性の区別は認め得ず，すべての細胞に突
細胞体自休の大さは殆んど同大であるのが認められ 起を存するものなる事を認めたので、ある。吐頼粒細
る。 胞に就いては Golgi (1886)，Cajal (1888)，Stohr 
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(1923)等はその神経突起を認めて神経志向胞と見倣
した。殊に Stohrは頼粒細胞の構造は Purkinje
細胞同様互に突起による吻合により一つの閉鎖性網
状系をなしてし、るが Schultze氏法(苛性ソ{ダ鍍
銀法〉ではそれら細胞の鈎爪状の樹校状突起は現し
得ないと述べている。 
Stδhr: Viel1eicht bi1den die Kornerzel1en 
、 untereinanderein geschlossenes System ahn“ 
lich dem der Purkinjeschen Zel1en. Merkwur-
digerweise zeigen sie mit der Schultzeschen 
Methode niemals die geringste Neigung，ihre 
krallenformigen Dendriten zu impragnieren. 
余は Stδhrの云う閉鎖性網状系は証明し得られ
ず頼粒品flJ胞突起の遊離終末端を見出し得たのであ
る。
其のイ也 Bielschowskyu. Wol旺 (1904~1905) も 
Cajal同様神経相胞として記載しているのである。
~、[二の如く殆んどの学者が頼粒細胞は神経細胞で
あるとしてし、るのであるが唯 Bethe (1900)は頼粒
細胞内に神経原線維が認められなし、として神経細胞
である事に疑義を有すると唱えてし、る。 1!木(1948)
も頼粒細胞表面に神経突起の痕跡すら認められな
い。叉願粒細胞層中には所謂苔線維の鈎爪状終末も
全然発見されないと述べ頼粒細胞が神経細胞である
事を否定し， グリア性のものであらうと推定してい
るのである。 
Cajal，Stohr等が頼粒細胞の神経突起が分子層一
内に達し表面に対して平行に走るT字状分枝となる 
と述べているが，余は分子層の項でも述べた如く頼
粒細胞の神経突起が分子層下部に於てT字状分枝と
なり水平{立に走る所見は認、め得なかったのである。
余の標本にて頼粒層を走る Purkinje細胞軸索突
起，線維穫に参与する髄質からの線維， Purkinje 
細胞基底部に存在する龍線維等の神経線維側面に小
なる針目状神経終末 (Ose)が数多く接して附着し
ているか又は是等線維の周辺に援する事なく針目状
神経終末が存在する事aがある。是等神経終末の由来
を追究するに頼粒細胞の長き神経突起分校に移行し
ている像を観察し得るのである(第20図参照〉。
即ち願粒細胞の神経突起は以上述べた諸神経線維
に接するか叉は近接する針白状神経終末を以て終つ
ているのである。
細胞体周囲より出る数本の短い突起は夫々が鈎状
の短い分校を出してしる。この鈎状分校は2乃至数
本を認める。而して細胞体より出る短突起の先端の
一点から鈎状分校が2乃至数本出てL、る事・もあれば
叉短突起の経過中に是等鈎状分枝が出る事もある
(第 21図参照〉。
斯の如き鈎状小突起の先端は更に小なる針白状神
経終末を以て頼粒細胞間の基質に終っている。
Cajalは頼粒細胞樹枝突起は頼粒細胞問に存在する 
Held氏小脳糸毛室内に鈎爪状終末を以て終り，苔線 
維と連絡していると述べているが余の観察に於て前
記鈎状小突起の先端終末部は必ず針目状終末を形成
しているのを認める事が出来た。
余は以上述べてきた数本の短突起を樹枝状突起と
認め，神経突起及び澗枝状突起を有する事により余
は頼粒細胞を諸学者の説同様神経細胞と見倣すもの
であるの 
Heldは頼粒細胞問客;に不正形ノト頼粒状の基質と
神経性最終分校が組合さってし、るのを認め，小脳糸
毛主体 (Glomerulicerebel1osi)ι名付けているが
余の鍍銀標本に於ても頼粒細胞聞に銀に淡染する不
正形の基質を認め，基質内は苔線維の徴細分枝と前
記頼、粒細胞樹校状突起の針目状神経終末とが集合し
ているのを認める(第 20，21，25図参照〉。 
Held氏小脳糸盤内に酸親和性小頼粒即ちエオジ 
.y小体の存在が古くから唱えられているが， ~L!木
工1948)は頼粒細胞の機能に就いて言及し，穎粒細
胞は此部に進入してきて終る主として外来線維から
の刺激に順応して特殊内分泌を行い，其の化学物質
は小脳皮質内の各彊神経細胞及び夫等短突起に対し
特殊性刺激を与えるものと思考する。古くから発見
され種々物議をかもしてし、るエオジン小体は或は該
内分泌物所胃のものであるかも知れない，と推論し
述べてし、る。余も叉頼粒細胞間の基質内に紫青色に
鍍金された小勝、粒の集団を見る。この小頼粒集団は
不規則的な不正形を呈しエオジシ小体に他ならない
と思われるのである(第 22，24図参照〉。
余は更に頼粒細胞聞に空隙を認める。是等空隙ば
規則的な区富jをなし頼粒細胞の細胞体周囲に治って
走っている。余はか Lる空隙は人工産物には非ず淋
巴腔であると観察するものである。即ち頼粒細胞間
には頼粒細胞に沿って多くの大，小の淋巴腔の存在
を考えられるのである。余はエオジン小体なるもの
はコロイド状物質であると考え淋巴腔内に内分泌し
イ也に運び去られるものであると考える，即ちこの点
は山本の考えに一致してし、る。
余は所謂苔線維を認め，是等線維は髄質からの線
維， Purkinje細胞軸索突起副側枝， Golgi細胞の
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突起分校等の諸線維が更に多〈の分校を出L，徴細
線維となって頼粒細胞問を走るのが認められる。是
等線維は走向中所々に盲限形成を認め，且つ頼粒細
胞間基質内に針目状神経終末を以て終り，前記頼粒
細胞樹枝状突起終末と共に基質内に集っているので
ある〈第 20，21，23，25図参照〉。
叉この細胞は Purkinje細胞の線維寵の如く周聞に
線維寵が形成されるのを認めた。是等 Golgi細胞
を取巻く斯かる線維は髄質から由来せる線維にして
寵を形成した後一部は Purkinje細胞層を越えて分
子層内に走り，一部は Purkinje細胞層内に走り，
一部は Purkinje細胞の寵線維と接続しているのが
本線維に就いては Golgi，Cajal，Held，Stδhr 観察出来る。然しながら Purkinje細胞直下部に現
等は皆その存在を認めてし、るが Kolliker，Dogiel， われる両極性細胞を除いて頼粒層内の Golgi細胞
山本等はその存在を否定し，不完全染色による人工
産物であらうと述べているが余はその実在を信ぜん
とするものである。
第 2項穎粒j吾に於ける神経細胞
(Golgi細胞〉
Golgi細胞は Purkinje細胞直下部，頼粒層の種
々の高さ，更に頼粒層と髄質の境界部に認められる
少数の神経細胞であるの 
余の所見に於て Golgi細胞は両極性乃至多極性
である。 Purkinje紘胞直下部に現われる Golgi細
胞は両極性にして Purkinje細胞より大きさが小な 
るも穎粒細胞より大型である。叉層に対して長軸を
垂直位に位置している(第 7，20図参照〉。
この純胞は Cajal (1888)の云う第 1の型である
短い軸索突起を有する細胞に相当する。余は上極よ
り1本乃至 2叉性の樹枝状突起の発生を認めた。こ
の突起は Purkinje細胞のそれ程発達は良好でなし、
が Purkinje制胞層を越え分子層内を上行して表層
近く迄達する樹枝状突起の存在も認め得る。然しな
がら Cajalの云う様に皮質表層迄は追究し得られ
なかった。即ち余は是等樹枝状突起は 2~3個の分
枝を出すのみにして分子層内に遊離牲に終っている
と考える。 
Golgi，Cajal，Kolliker， Van Gehuchten， 
Retzius等は人間に於てこの軸索突起が数多くの分
校を出し而してその微細線維が穎粒層に於て網状構
造をなすと観察している。更に叉 Golgi (1886)は
この網状構造の最終分校は頼粒層の他要素と吻合し
ているのが認められるとし Cajal (1888)は更にそ
の主たる終末枝は小脳糸毛室内に頼粒細胞樹枝状突起
と接して (Kontakりいると述べている。
余の所見にでも矢張多くの分枝を認め，この分枝
が苔線維に移行するのを観察し得た。即ち余は
Golgi，Cajal等の述べる如くその分校が直接網状
構造を形成したり頼粒細胞の樹枝状突起と接する所
見には接しなかったが，他の線維と共に苔線維を構
成し頼粒細胞問に終っているのを認、めたのである。
の如きには線維寵形成は認められなかった。
以上述べた如く余は是等両極性細胞と Purkinje
細胞との間に形態的に極めて類似点を見出し得たの
である。 
多極性の Golgi細胞は頼粒層内の種々の深さ及 J 
び穎粒層と髄質の境界部に迄認められる。
余の標本に於ては両極性の Golgi細胞は Pur-
kinje純胞直下部に位置するのみにして頼粒層内に
位置する其の他の Golgi鮪胞はす弐て多極性であ
るのを認めた。
Landau (1926)は是等細胞に就いて両極性細胞
は頼粒層の種々の場所に位置し，而して穎粒層と髄
質との間に見出す時は細胞長軸が穎粒層に平行で、あ
るが之に反して穎粒層内に両極性細胞を見出す時は
細胞は層に垂直に位置する。叉多極性細胞は穎粒層
の種々の深さにまちまちに粒置してし、る。と述べて
し、る。 
Landau : Die bipolaren Zel1en liegen in 
der Kornerschicht verschieden，je nachdem， 
wo sie angetro任enwerden. Tri妊tman eine 
bipolare Ganglienzelle an der Grenze zwis-
chen Korner-und乱ifarkschicht，so liegt ihre 
lange Achse paral1el zur Kornerschicht; beo・ 
bachtet man dagegen eine bipolare Zelle in 
der Dicke der Kornerschicht，so 1iegt die 
Zelle senkrecht zur Schicht，womit gesagt 
sein 8011，dass die Langsachse ungefahr in 
der Richtung von der Molekularschicht zur 
乱1arkschichtgelegen ist. 
Die multipolaren Ganglienzellen kδnnen 
verschieden gelagert sein und konnen auf 
verschiedener Tiefe der Kornerschicht ange-
tro百enwerden. 
即ち余は Landauの云う如き穎粒層内の種々の
深さに位置する両極性細胞なるものには遭遇し得な
かったのである。 Cajalの謂う紡錘形水平細胞の知
き層に水平に位置する細胞を余も叉頼粒層と髄質と
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の境界部に認め得たがこのものは多極性にして其の 
突起の一部は髄質内に入り込んでいるのを観察し得
た。
是等多極性 Golgi細胞は上述の如く頼粒細胞よ
り大型にして細胞体周囲より多極性に多くの突起を
発出するのを認める。而して軸索突起，樹枝状突起
の区別は判然とし難きも比較的太く髄質に向かつて
頼粒層を垂直に走る事より軸索突起を僅かに判明し 
得るのみである叫。斯かる軸索突起はさして長くは伸
びず，髄質との境界部に位置する細胞を除いては髄
質内迄軸索突起を追究し得る事は困難である。此軸
索突起には多くの分枝を認め夫等は矢張苔線維に移 
行してレるのが観察される(第 21，28図参照〉。
是等多極性の Golgi細胞の樹枝状突起は Pur-
kinje航胞直下部に位置する Golgi細胞に比し突
起の発達が良好で、なく，数本の突起が細胞体より直
接出て夫々分校するのを認めるが，殆んどが穎粒細 
胞間の間隙内に遊離牲に終ってし、る。而して一部は
長く伸びて Purkinje細胞基底部叉は Purkinje細
胞軸索突起側面に達しそこに微細なる盲眼終末体を
以って終ってし、るのを観察し得る。
第 3項頼粒層に於吋る神経謬細胞
余は頼粒層内に Makrogria，Hortegaglia，Oli-
godendrogliaの3種神経謬細胞を認め得た。神経
謬細胞に関する文献に就いては既に述べた故こ Lで
は略するが Jakob (1928) は Mollendorff の
Handbuchに於て頼粒層内に於ける 3種の神経躍
細胞の夫々に就いて記載している。之に反し Edin-
nerはこの頼粒層内は神経謬細胞の存在を見ないと
gliaと殆んど同大の細胞であり両者の移行型と思
われる如き細胞も出現するのを認め得た。
Jakobは Makrogliaの放射性突起の最終分枝が
小脳糸弦内にて隣接する Makrogliaの分枝と共に
網状構造をなすと記載、しているが，余の所見にては
是等突起は頼粒細胞間を走り，時比頼粒細胞を取巻
く如く分校が走り，その終末枝は殆んど頼粒細胞問
の基質内に終ってしる。額粒細胞聞に存する盲限状
終末体はそ.の一部は Makrogliaの突起分校の終末
部であるかと考えられる(第22図参照〉。
稀に余の標本にて Purkinje細胞層に達する
Makroglia突起叉は之を越えて分子層内に達する
突起も認め得た。
頼粒層下半部に位置する Makrogliaの下降性突 
起は頼粒層を越えて髄質内迄追究し得られ髄質内の
血管壁に達し，附・着して根棒状球体のグリア小足
(Gliafusschen)を認め得たのである(第 28図参
照)0Hortegaglia，Oligodendrogliaは頼粒層の
種々の深さに散在してし、るがその数は少数である
(第 24図参照〉。
特に髄質との境界部に位置する Oligodendro・ 
gliaは層に水平位に並んで位置し，時に 2乃至数
個の oligodendrogliaが相接続して恰かも念珠状 
排列を呈する特色ある所見を観察し得た(第 27図
参照〉。
尚頼粒層内で Purkinje細胞に近接して極めて小 
なる円形細胞にして放射性突起を発し卑形に認める
細胞を多数観察し得た(第 20図参照〕。 
是等細胞は PU工恒nje細胞の基底部を走る龍線維
述べてし、る。に接するか叉は近接して位置し，放射性突起の先端
余は頼粒層内に神経謬細胞の存在を認める。但し
その顕出は極めて選択的にして Makrogliaと他の
神経謬細胞とは同時に顕出し得なレ事があり，叉
Hortegaglia，Oligodendroglia等が顕出される時 
は穎粒細胞が不明瞭に現われる等の事を認める。既
述せる如く神経謬細胞の顕出には Cajal液固定長
きを可とし，且つピリジシ浸漬時間も長い方が結果 
良好であった。而して Makrogliaは穎粒層の種々
の高さに位置するが頼粒層内の Makrogliaは分子
層の Makrogliaと形態的に異なる事なく銀により
濃染し形は略円形叉は多角形乃至星形を呈する。頼
粒層内の Makrogliaには突起が原形質ー性に太い細 
胞もあれば細長し、線維性突起を長く伸ばしている細
胞もある。叉大きさに大小の別を認める。小なる細
胞に於ては分子層内に於けると同様 Oligodendro・
が寵線維に接し，そこに小なる盲眼形成を以って終
っている。
是等細胞は既に分子層の項で述べた如く Horte-
gagliaと形態的に区別し得られ，全く Purkinje
細胞に附随している余が第2型神経臨純胞と名付け
たものと同様のものなのである
IV) 小脳髄質に於ける形態
第 1項 Makroglia
髄質内には極めて多くの Makrogliaが存在する
のを認め得る。 Cajal (1913)，Jakob (1928)等は
髄質内には線維性神経修粧胞(蜘株細胞) (faser-
bi1dende Astrocyten) のみが分布していると言
ってし、るが余の所見に於ては繊細な線維性突起を長
く伸ばしている Makrogliaのみならず，太し、原形
質性主幹突起を有し分岐する分校を示す原形質性神
-712ー 千葉医学会雑誌 第 33.巻
経臨細胞(蜘株細胞)(protopla~matische Astro- 認められるのである(第27図参照〉。 
cyten)も存在するのである。但し陸線維 (Glia- 既に分子層の項で述べた如く亜鈴状にー細胞形質 
fasern)を有する線維牲の Makrogliaの方が多く
存在するのは勿論である。
Mrkrogliaの形態に就いては既に分子層の項で
述べた故略するが放射性突起はその経過中vこ於て更
に細長い分校を出すを認め是等分校は必らずしも髄
質を走る神経線維に対して平行に走るとは限らず， 
時に之と直角に交叉しているのである。分校を出す
分岐部は膨隆が認められ，殊に尿素を使用せる標本
にては髄質内の Makrogliaの細長し、線維性突起が
その走行中間の所々に小結節状の盲眼形成を見る事 
がある。 
而して遊離性に終る分校終末には明らかに盲眼形
成が認められ，血管壁に対しては突起の中 1木の長
き太いものが血管壁に達し，そこに既述せるグリア
小足を以って附ー着してし、るのを認め得る。
Makrogliaの突起にして頼粒層に向かつて伸び
る突起乃至その分校は頼粒層内に進入する突起も認、
められるが Purkinje細胞層迄追究し得る如き突起
内の両端に核が存在する状態，叉ー細胞形質内に核
が全く接して 2個位置する状態等の Makrogliaの 
直接細胞分裂像を思わしめる所見が髄質内に於ても
所々に観察し得られた。
殊に髄質内に於ては血管周囲性に存在する数個の
lvIakrogliaが互に突起で連り，而も夫々血管に対
して別個の突起を出しグリア小足 (Gliafusschen) 
を以って附着している特色ある所見を観察し得た。
第 2項 Oligodendrolia 
Oligodendrogliaの形態は分子層に於ける Oligー
odendrogliaと大差ない。 然しながら核内の好銀
性粗大頼粒が時に染色されず核内が空胞状を呈して
而かも核周囲の細胞形質が銀に濃染する状態も観察
されるのである。髄質内に於ける Oligodendroglia
はその殆んどが其の卵円形の細胞長軸を神経線維の 
走向と平行に保ち細胞自体の突起は程棒状の短い突
起を単極性叉は両極性に出しているのである(第27
図参照〉。
は認められなかった。然しながら髄質内の Oligodendrogliaは分子層
髄質内に存在する神経細胞及び Oligodendro・
gliaに対して時に Makrogliaの線維性突起が之を
取巻く所見を観察し得た。即ち Makrogliaの突起
の先端が2個接して存在する Oligodendroglia，叉
数個が接して恰かも念珠状に連なる Oligodendro同
gliaを取巻いて而も Oligodendrogliaの側面に盲
眼形成を以って接し終っている突起分校も観察L得
るのである(第2τ，29図参照〕。
髄質内の Makrogliaにも大小の別が認められ，
小なる Makrogliavこして而も Oligodendroglia
と殆んど同大且つ突起も両極性に分岐の少い突起を
出すを認め叉核内には好銀性粗犬穎粒を含み幾分銀
に淡染するが如き純胞を見る。このものは分子層の
項で既述せる Makrogliaと Oligodendrogliaの
移行型と考えられるものである。是等移行型細胞は
その突起が Oligodendrogliaの突起と連絡するも
のが極めて多いのである(第 26，27図参照〉。
原形質!性の太い突起が直接隣接する Makroglia
に接して存し，即ち一つの Makrogliaの主幹突起
が直ちに隣接する Makrogliaの主幹突起となる場
合も認められるのである。而してこの主幹突起は髄
質内を走る神経線維の走向に平行に位置する事が多
く，且つその主幹突起の両側より垂直性分校が認め
られ，この時夫々の細胞の他端からは放射性突起が
のそれに比し突起が可成長く伸びている事があり， 
叉分枝も認められるのである。
髄質内に於ける Oligodendrogliaの特色ある所
見は数個の Oligodendrogliaが互に接してー列に
並び恰かも念珠状を呈する事がある(第29図参照〕。 
かLる念珠形成は髄質内る走る神経線維の走向に平
行に存在するのが観察される。
是等念珠状品目胞群は両端の細胞からは矢張視棒状
突起の発出を認め，中聞に位置する細胞は全〈突起
を有せざる事が多く稀に極めて短し根棒状突起が細
胞のー側又は両側より出てしお。是等細胞群の一端
の細胞が離れか与って僅かに一部細胞形質のみ附着
している像も観察される(第29図参照〕。叉既に述
ベた如く Makrogliaの突起分校が念珠状細胞群に
達L，盲眼形成を以って終っているのを認め，其の
他 Hortegagliaの突起分校も是等細胞群に附着か
らみついている事がある。
尚分子層に於て既に観察せる如き 2個の Olig-
odendrogliaが相接している所見も髄質内に認め
られ，念珠状細胞群の所見と共に oligodendroglia 
の直接細胞分裂像を思わしめるものである。
髄質内の神経細胞の周囲叉は基底部に接して 
Oligodendrogliaが位置する場合も認められる。 
Oligodendrogliaの機能に関しては既に分子層
I 
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の項で、述べた如く支持機能の他にその分解により神 (G liafasern)を形成して網状構造をなす事がある
経細胞の成長に際する栄養補給源となるものである快仁第 26，27図参照〉。
と推測されるのである。 血管に対しては既に述べた如< Makrogliaと同
第 3項 Hortegaglia 様にグリア小足 (Gliafusschen)のノト結節を以つ 
Hortegagliaの形態に就いては既に分子層の項 て附着している。而して髄質内にては血管の周囲に
で、述べた如くである。髄質内にも多くの Hortega- 数個の Hor句 gagliaが集まり互の突起分校が微細 
gliaが所々に散在している。髄質内の Hortegaglia 線維となり網状構造を形成するのを認め，且つ夫々
は分子層のそれに比し突起の発達が良好にして両極 の細胞が個々に血管に対してグリア小足  (Glia-
性叉は多極牲に細長い突起が多くの分枝と共に長く fusscheri)を以って附着しているのである。即ち
伸びている。か Lる繊細な分枝は同種細胞突起と接 血管を取巻いて Hor句 gagliaの突起分校による網
続する事あり。叉 Makroglia，0 ligodendrogliaの 状構造が存在してレる特長ある所見を観察し得たの
突起と連絡する事ありて，そこに微細!線維の臨線維 である。
第 4章結 論
白鼠の小脳を使用し Bielschowsky鍍銀変法によってその微細構造を観察して次の結果を
得fごO 
1) Purkinje細胞樹校状突起の微細分校は横走するものはすべて分子層内に遊離性に終
るO その終末端は針目状神経終末体をなして余の盲眼神経終末集合体 tOsenkorperchen)~乙
終る。この集合体に終る微細線維は Purkinje細胞樹枝状突起分校，寵細胞神経突起分校，分
子層を走る登磐線維，水平線維等の微細分枝であるO
樹枝状突起の分子屑を挙上する微細分枝は皮質表面に達し，その最終分校は必らず傘状に拡
張して皮質表面を包む最も内側の膜に附着し終る o Purkinje細胞軸索突起は短い 2"""-'3本の
副側枝を認めるのみにして，是等副側枝は頼粒層内に遊離性に終る。 
2) 箆細胞軸索突起の下降枝は線維寵形成に参与し，線維箆は上方からは寵細胞軸索突起に
由来し，下方からは髄質に由来する線維により形成される。線維龍形成の線維から出る微細分
校は Purkinje細胞体上に小なる針目状神経終末体を以って連絡し終っている。 
3) 登磐線維は髄質より由来せる線維にして Purkinje細胞樹枝状突起及びその分枝に沿っ
て室状に巻付き挙上しているO 其他樹枝状突起及びその分校に沿い，之と平行に挙上する線維
も認められ，是等線維も登磐線維の一部と見倣される。 
4) 分子層内を水平位に走る無数の水平性神経線維は分子層を垂直位に挙上する神経線維の
水平性分枝及び寵細胞軸索突起の水平性分校である事を認めた。
垂直性神経線維は分子層を垂直位に挙上し皮質表面に達しているO 
5) 分子層内に神経謬性の Fananas細胞が孝子在する。細胞上極のみより分子層を垂直位に
挙上する突起を認め旦つ形態的に Oligodendroglia~こ類似した点を認め而して Hortegaglia
より大である， Fananss細胞は Oligodendrogliaの特殊型と見倣されるO 
6) 分子層内に神経謬細胞の新しき型を見出したO その第 1型は Fananas細胞に類似して
いるも必らず細胞下極のみより分子層を下降する突起を有する細胞であり，その第 2型は分子
層及び頼粒層に於て Purkinje細胞周辺に星で状放射突起を有する極めて小なる円形細胞を認
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め，突起の先端が龍線維と連絡しているO この細胞は全く Purkinje細胞に附随している神経
謬細胞の一種類であるO 
7) Purkinje細胞聞に神経謬性の Golgi上皮性細胞を認める。互に平行に分子層を挙上す
る1乃至2叉性の突起を認め皮質表面に終っているO 突起は走行中微細小側枝を認め隣接の同
種細胞突起及び Purkinje細胞樹枝状突起と連絡する。 
8) 頼粒細胞に核が小にして細胞形質の多いもの及び核が大にして細胞形質の僅少なるもの
ふ 2種を認める。頼粒細胞間に淋巴腔及びコロイド状頼粒の集積，更に頼粒細胞樹枝状突起及
び苔線維の終末部である針白状神経終末を認めた。是等要素は互に連絡が保たれている。顕粒
細胞は内分泌機能を営む神経細胞の一種でコロイドは核分泌による産生物であり，淋巴腔内に
吸収されるものであると考えられるO 
9) Purkinje細胞直下部に位置する Golgi細胞は Purkinje細胞に類似した両極性細胞
であるが其他の位置に存する Golgi細胞はすべて多極性であるO 
10) Makroglia，Oligodendroglia，Hortegaglia等の神経謬細胞は小脳の各層に位置し， 
Makroglia には大小型の別を認め小なる Makrogliaには Oligodendroglia との移行型も
存在するのが認められ， 'Makrogliaは血管壁に対してグリア小足を作るを認めるo Makro~ 
glia，Oligodendrogliaには直接細胞分裂像を観察し得る。
日ortegagliaにも血管壁に対するグ、リア小足を認め MakrogIia同様外経葉性の性質を持
っているものと考えられるO
摺筆するに当り，終始御懇篤なる御指導と御校関を賜わった恩師森田秀一教授に衷心より感謝
の意を表します。
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